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 情報技術の急速な進歩により，情報システムの扱える情報にあらたにマルチメディアと呼ばれ

る映像，音響データが加わり，さらに複数のメディアで表現される情報を組み合わせることによ

り従来では通信し，表現することができなかったような，人間の感性に働きかける情報である感

性情報を扱うことができるようになってきた。従来から森林情報には，現地の複雑な空間構造と

複雑な構成要素，現地で感覚的に把握する森林の様々な属性などの多くの情報を記録する技術が

欠けており，森林情報システムから対象の森林について多くの情報を得てもなお現地に赴いて五

感で森林そのものを探索することが重要視されている。ここに近年進歩したマルチメディア技術

を応用することで，いままで，情報システムでは扱ってこなかった感性情報を取り扱うシステム

を作り上げることの有効性があると考えられる。 本研究で新たに構築する森林情報基盤のあり

方を示した概念「サイバーフォレスト」は，従来の森林情報システムで取り扱ってきた文字，数

値を中心とした記述，測定したデータをもとにした森林情報だけでなく，マルチメディアを活用

して現地で五感によって直接得る感性情報を取り扱う情報基盤である。マルチメディアを活用す

ることで感性情報をも収集し管理・利用する事によって，サイバーフォレストには既存の情報シ

ステムにはないサイバースペースの持つコミュニケーション支援機能を有する。従来の文字，数

値の情報に加えてマルチメディアデータをも扱うことでさらに多様で大量の情報を取り扱うこ

とになるが，このサイバースペースのもつコミュニケーション支援機能により効率よく人間が情

報探索，活用ができるとかんがえられる。本研究では，著者の構築した概念「サイバーフォレス

ト」が多様で大量の情報を収集し管理・利用し異なる分野・組織の間で相互に情報を利用するこ

とにおける有効性について実証的な試験をもとに明らかにすることを目的とした。 

 サイバーフォレストとは，サイバースペースの概念に含まれるコミュニケーション支援機能を

持つ情報システム上に構築され，感性情報も含めた森林情報をマルチメディア技術を活用して記
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録，デジタル化し，あらゆる人々がすべての情報を効率よく探索し活用できるようにインターネ

ット上の情報システムを活用してネットワーク化された森林情報である。サイバーフォレストを

構築するためのデータコレクション層の要素技術として，実用化の進んでいるマルチメディア技

術で扱うことのできる映像，音響データを記録蓄積する技術の開発が必要であることを指摘した。

サイバーフォレストに森林情報を搭載しネットワークで公開するネットワーク層の要素技術と

しての World Wide Web の応用可能性について，実際にシステムを運用する実証試験を行い有効

であることを示した。ネットワークが十分に整備されていない地方からの利用でも，情報の搭載

から公開まで World Wide Web を有効に活用できる技術の応用について実際に運用試験を行い実

用可能であることを明らかにした。映像・音響情報を記録蓄積するための現地デジタル化技術と

して森林映像記録ロボットカメラシステムを開発した。長期運用に成功するにいたった技術開発

について明らかにした。森林映像記録ロボットカメラシステムを，実際に長期連続運用しサイバ

ーフォレスト概念の妥当性を実証するための映像・音響記録を蓄積するとともに，ロボットカメ

ラシステムの長期連続運用に関する実用化の技術的知見を得た。ロボットカメラシステムによっ

て実際に記録蓄積した映像・音響データによって，記録された情報をブナのフェノロジー観察と

いう側面と，音による環境モニタリングという側面の２つの側面に関して分析を行い，従来方法

では記録が困難な，継続した記録情報が得られることを明らかにした。また，記録された過去の

映像・音響データから，新たに分析テーマを決めて情報を抽出することにより記録時には想定で

きなかったような調査項目に関しても過去にさかのぼって連続データを解析できるという利点

も明らかになった。 

 以上のように本論は，マルチメディア技術を応用し，従来の森林情報に加え今までの森林情報

システムでは取り扱ってこなかった感性情報も対象とする森林研究情報基盤「サイバーフォレス

ト」の概念を構築し，その実現のためのシステム開発と実証試験によって有効性を明らかにした

もので，今後の森林情報システムのあり方に対して有効な示唆を与えることが期待される。よっ

て審査員一同は本論が博士（農学）の学位論文として価値あるものと認めた。 

 


